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シティウォッチング

了
さ
れ
た
こ
と
が
、
制
作
を
始
め
た
き
っ
か
け

だ
。

　
「
自
分
も
こ
ん
な
ふ
う
に
人
を
引
き
付
け
る

こ
と
が
で
き
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
し
た
」

　

２
年
前
に
「
日
本
て
ま
り
の
会
」
師
範
の
資

格
を
取
得
。
勤
務
先
の
老
人
福
祉
施
設
で
は
、

仕
事
の
合
間
に
施
設
利
用
者
に
教
え
る
こ
と
も
。

　
「
私
が
教
え
た
人
が
上
手
に
作
っ
た
も
の
を

見
る
と
う
れ
し
い
で
す
ね
」

　

今
ま
で
の
制
作
数
は
約
２
０
０
個
。
難
し
い

技
法
に
積
極
的
に
取
り
組
む
な
ど
、
向
上
心
を

欠
か
さ
な
い
。

　
「
ま
だ
ま
だ
勉
強
中
で
す
が
、
将
来
は
個
展

を
開
き
、
多
く
の
人
に
手
ま
り
の
魅
力
を
伝
え

て
い
き
た
い
で
す
」

　

高
橋
さ
ん
の
作
品
が
表
現
す
る
繊
細
で
美
し

い
模
様
が
、
多
く
の
人
を
魅
了
す
る
と
き
が
来

て
も
ら
い
た
い
。

　

秋
田
県
由
利
本
荘
市
で
開
催
さ
れ
た
全
国
ご

て
ん
ま
り
コ
ン
ク
ー
ル
で
由
利
本
荘
市
観
光
協

会
長
賞
を
受
賞
し
た
。
白
い
繭
玉
が
か
ご
の
中

に
入
っ
て
い
る
様
子
を
表
現
し
た
作
品
名
は
「
繭

と
生
糸
は
日
本
一
」。
色
鮮
や
か
な
作
品
が
多

い
中
で
、
高
橋
さ
ん
の
作
品
は
落
ち
着
い
た
色

合
い
に
仕
上
が
っ
て
い
る
。

　
「
東
日
本
大
震
災
の
影
響
で
今
回
は
開
催
し

な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
主
催
者

か
ら
開
催
の
案
内
が
あ
り
、
急
い
で
仕
上
げ
ま

し
た
。
東
北
を
盛
り
上
げ
る
た
め
に
、
少
し
で

も
役
に
立
ち
た
い
と
い
う
気
持
ち
を
込
め
て
作

り
ま
し
た
」

　

小
さ
い
頃
か
ら
手
芸
な
ど
、
細
か
い
手
作
業

が
好
き
だ
っ
た
。
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
資
格
を

取
得
す
る
た
め
に
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
に
通
っ

て
い
た
８
年
前
、
施
設
内
に
飾
ら
れ
て
い
た
手

ま
り
を
見
て
、
そ
の
繊
細
で
美
し
い
模
様
に
魅

手
ま
り
の
魅
力
を
伝
え
た
い

全国ごてんまりコンクー
ルで入賞
高橋　真由美さん　46歳
日吉町二丁目

懐かしの名車を一目見たい
　上毛電気鉄道大胡電車庫では１月３日、上
毛電鉄新春イベントを開催。懐かしの名車・
デハ１０１の臨時運行が行われたほか、電車
との綱引き、トークショーなども行われまし
た。会場には大勢の人が訪れ、正月の楽しい
ひとときを過ごしました。

大きな声援で背中を後押し
　１月１日、全日本実業団対抗駅伝競走大会
が、県庁前を発着点とする７区間、100kmの
コースで行われました。駅伝日本一の座を目
指して、地域の予選を勝ち抜いた37チームが
集結。多くの人が沿道に詰め掛け、駆け抜け
る選手に大きな声援を送っていました。

新春の書き初め教室
　１月４日、前橋プラザ元気21で中公書初め
塾を開催しました。中央公民館で活動してい
る自主学習グループ・和翠会のメンバーが講
師となり、子どもたちを優しく指導。会場は
和やかな雰囲気に包まれ、集まった児童約70
人は、書道の楽しさに触れました。

堂々とした演技で魅了
　12月18日、市民芸術文化祭の一環として、
演劇「八人の女」を市民文化会館で開催。劇団
「ペルソナ館」と児童文化センター演劇クラブ
のメンバーが、日頃の練習の成果を発揮しま
した。出演者の素晴らしい演技に、会場から
は惜しみない拍手が送られました。

　

赤
城
山
水
図
に
は
「
庚
戌
首
秋
」、
妙
義
山

水
図
に
は
「
冩
於　

臨
江
閣
」
と
、
小
室
翠
雲

の
署
名
が
あ
り
、
臨
江
閣
別
館
が
建
て
ら
れ
た

明
治
43
年
に
、
臨
江
閣
で
描
か
れ
た
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。
明
治
44
年
に
発
行
さ
れ
た
一
府
十

四
県
連
合
共
進
会
の
記
念
写
真
帖
に
は
、
別
館

２
階
大
広
間
の
床
の
間
に
掛
け
ら
れ
た
本
作
品

が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

小
室
翠
雲
（
本
名
＝
貞
次
郎
、
明
治
７
年
―

昭
和
20
年
）
は
現
在
の
館
林
市
本
町
の
呉
服
商

の
家
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
栃
木
県
足
利
市
に
住

む
田
崎
草
雲
に
師
事
し
、
中
国
の
南
宋
画
を
由

来
と
す
る
南
画
の
世
界
へ
入
っ
て
い
き
ま
す
。

　

本
作
品
が
描
か
れ
た
明
治
40
年
代
は
文
部
省

美
術
展
覧
会
を
中
心
に
作
品
を
発
表
し
、
山
水

画
に
お
い
て
優
れ
た
才
能
を
発
揮
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
日
本
南
画
院
に
参
加
。
南
画
の
復
興

と
普
及
や
後
進
の
指
導
に
当
た
り
、
そ
の
門
人

は
３
０
０
人
に
も
及
び
ま
し
た
。

　

近
代
南
画
を
代
表
す
る
画
家
と
し
て
認
め
ら

れ
た
翠
雲
は
、
帝
室
技
芸
員
に
任
命
さ
れ
る
と

と
も
に
、
群
馬
美
術
協
会
の
初
代
会
長
を
務
め

る
な
ど
、
本
県
ゆ
か
り
の
作
家
で
す
。

　

柔
ら
か
な
色
彩
で
麓
の
田
園
風
景
と
と
も
に

描
い
た
赤
城
山
と
、
珍
し
い
形
の
石
門
を
中
心

に
険
し
い
岩
場
を
描
い
た
妙
義
山
。
桜
が
咲
く

春
と
紅
葉
の
秋
、
遠
景
と
近
景
な
ど
、
季
節
や

構
図
、
描
写
を
対
比
さ
せ
た
双
幅
で
す
。

小
室
翠
雲

「
赤
城
山
水
図
」「
妙
義
山
水
図
」

明
治
43
年

絹
本
彩
色
・
軸
装
（
２
２
６
．
０
㌢
㍍
×
１
０
１
．

０
㌢
㍍
、
２
２
６
．
７
㌢
㍍
×
１
０
０
．
０
㌢
㍍
）
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赤
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水
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妙
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妙
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図

本
市
収
蔵
作
品問

い
合
わ
せ
は　

文
化
国
際
課
☎
８
９
８
―
５
８
２
５
へ
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